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〜  芦北うたせ杯ジュニア空手道大会  〜

激闘



　

１
月
30
日
（
土
）、
北
九
州
市
戸
畑

消
防
団
（
小
野
田
利
光
団
長
）
20
人
が
、

田
浦
保
育
所
に
日
頃
の
お
礼
と
園
児
と

の
交
流
を
行
お
う
と
訪
れ
ま
し
た
。

　

同
消
防
団
は
、
社
会
貢
献
の
一
環
で

10
年
前
か
ら
続
け
て
い
る
空
缶
の
プ
ル

タ
ブ
を
集
め
て
車
い
す
を
贈
ろ
う
運
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
同
保
育
所
も
同

じ
運
動
を
続
け
て
お
り
、
そ
の
縁
で
今

回
２
回
目
の
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

　

戸
畑
消
防
団
長
か
ら
感
謝
状
の
贈
呈

　
　

　
　

　
　

や
防
火
意
識
を
園
児
に
持
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
女
性
団
員
の
手
作
り
に
よ
る

パ
ネ
ル
劇
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
園
児
か
ら
は
、
日
頃
か
ら
練

習
し
て
い
る
通
常
点
検
が
披
露
さ
れ
る

と
、
消
防
団
長
か
ら
「
子
ど
も
た
ち
の

す
ば
ら
し
い
通
常
点
検
を
見
せ
て
頂
き

ま
し
た
」
と
驚
き
の
声
が
聞
こ
え
て
き

ま
し
た
。

　

同
保
育
所
は
、
昨
年
、
熊
日
緑
の
リ

ボ
ン
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、
今
後
も
プ

ル
タ
ブ
を
集
め
る
運
動
を
続
け
て
行
き

た
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

３　広報あしきた 広報あしきた　２

写真を通じて

　２月７日（日）、みどりの里で、「やって
みよう！組写真～写真の見方、選び方～」
と題して写真家今岡昌子さんによる写真教
室が開催されました。
　教室は「人物」「風景」「組写真」の３部
門で行われました。参加者が自ら撮影した
写真を持参し、写真についての説明を行っ
た後、今岡さんが写真について１枚１枚丁
寧に講評やアドバイスを送っていました。

吉尾一秋さんに感謝状

　２月２２日（月）、吉尾一秋さん（吉尾）
に、八代法務局より感謝状の伝達が行われ
ました。
　平成１５年４月から平成２１年１０月ま
で人権擁護委員を務められたことに対し、
国民の人権擁護と人権思想の普及高揚に尽
くされたとして、千葉景子法務大臣より感
謝状が贈られました。

大石カツさん満 100 歳

　２月２日（火）、井上病院に入院されてい
る大石カツさんがめでたく満１００歳を迎え
られました。お祝いに訪れた竹﨑町長が長寿
の慶祝金を贈り、お祝いの言葉をかけると、

「ありがとうございます」とお礼の言葉を述
べられました。
　いつまでも元気にお暮らしになることをお
祈りします。

　

２
月
21
日
（
日
）、
第
11
回
芦
北
う

た
せ
杯
ジ
ュ
ニ
ア
空
手
道
大
会
が
、
し

ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

青
少
年
の
健
全
な
る
育
成
と
空
手
道

を
通
じ
将
来
を
担
う
子
ど
も
達
が
芦
北

に
集
い
、心
身
の
鍛
錬
と
相
互
の
親
睦
、

技
術
の
向
上
を
目
的
に
、
葦
北
郡
空
手

道
連
盟
と
芦
北
町
海
王
塾
が
主
催
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
九
州
各
県
は
も
と
よ
り

北
は
北
海
道
、
海
外
は
ロ
シ
ア
か
ら
の

参
加
が
あ
り
、
78
団
体
、
小
・
中
学
生

延
べ
１
６
０
０
人
の
選
手
が
出
場
し
ま

し
た
。

　

試
合
は
、
小
学
１
・
２
年
生
、
３
・
４

年
生
、
５
・
６
年
生
、
中
学
生
の
男
女

別
団
体
及
び
個
人
戦
の
組
手
で
行
わ

れ
、
互
い
の
技
を
競
い
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
、
２
階
席
を
埋
め
尽
く

し
た
保
護
者
や
関
係
者
ら
の
声
援
を
受

け
、
果
敢
に
技
を
繰
り
出
し
、
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

〜
第
11
回
芦
北
う
た
せ
杯
ジ
ュ
ニ
ア
空
手
道
大
会
〜

〜
プ
ル
タ
ブ
を
集
め
て
車
い
す
を
贈
ろ
う
運
動
〜

戸
畑
消
防
団
と
の
交
流
会

↑戸畑消防団から園児代表へ感謝状贈呈

↓女性消防団員のパネル劇

1600
人
の
拳
士
が
集
う



　

大
規
模
な
地
震
、
風
水
害
等
の
災
害

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
緊
急
に
必
要

な
物
資
を
調
達
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
食
料
や
生
活
必
需
品
、
発
電
機
等

の
物
資
を
確
実
に
確
保
す
る
た
め
、
２

月
25
日
（
水
）、
町
内
の
８
つ
の
事
業

所
と
物
資
の
供
給
協
力
に
関
す
る
協
定

の
締
結
調
印
式
が
芦
北
町
と
協
力
事
業

所
と
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
、
災
害
時
に
要
援
護
者

（
災
害
が
起

き
た
と
き
、

手
助
け
を
必

要
と
す
る
一

人
暮
ら
し
の

高
齢
者
等
）

の
避
難
施
設

と
し
て
民
間

社
会
福
祉
施

設
等
を
使
用

す
る
こ
と
に

関
し
芦
北
町

と
町
内
社
会

福
祉
法
人
５

団
体
と
協
定

の
締
結
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

大
規
模
な
地
震
、
風
水
害
な
ど
の
災
害

に
よ
り
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合

に
、
一
般
の
避
難
所
で
は
対
応
が
困
難

な
要
援
護
者
の
為
に
、
町
か
ら
の
要
請

に
基
づ
き
施
設
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

民
間
社
会
福
祉
施
設
と
あ
ら
か
じ
め
収

容
協
定
を
締
結
し
、
地
域
福
祉
の
観
点

か
ら
の
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
も
の
で
す
。

広報あしきた　４５　広報あしきた

韓国から自治体職員協力交流研修員 こんにちは 徐
ソ

 芸
イェ

 彦
オン

です  
　

焼
け
付
く
日
差
し
の
夏
、
紅

葉
が
色
と
り
ど
り
に
染
ま
っ
た

秋
、
予
想
以
上
冷
え
込
ん
で
雪

も
見
ら
れ
た
冬
が
過
ぎ
、
と
う

と
う
韓
国
に
帰
る
日
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
芦
北
に
来
た
の
が

ほ
ん
の
前
の
よ
う
な
気
が
し
ま

す
が
、
時
が
経
つ
の
は
早
い
も

の
で
寂
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
こ
の
八
ヶ
月
間
、
私

は
お
金
で
買
え
な
い
様
々
な
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
来
の
目
的
だ
っ
た
役
場

で
の
一
般
行
政
の
研
修
は
も
ち

ろ
ん
、
伝
統
文
化
体
験
や
色
々

な
方
々
と
の
交
流
も
で
き
、
と

て
も
有
意
義
で
あ
り
、
貴
重
な

時
間
で
し
た
。
そ
れ
に
「
広
報

あ
し
き
た
」の
紙
面
を
借
り
て
、

芦
北
の
み
な
さ
ん
と
触
れ
合
い

を
深
め
て
、
何
よ
り
生
き
甲
斐

を
感
じ
ま
し
た
。

　

芦
北
に
来
る
前
、
書
い
た
作

文
を
読
み
返
し
て
み
ま
し
た
。

「
韓
日
の
架
け
橋
と
し
て
私
が

で
き
る
こ
と
」
と
い
う
題
名
の

作
文
で
そ
れ
に
は
架
け
橋
の
役

割
と
し
て
、
努
力
す
べ
き
こ
と

を
述
べ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

一
つ
目
が
「
真
の
日
本
人
の

姿
を
理
解
す
る
こ
と
」、
二
つ

目
が
「
積
極
的
な
姿
勢
を
持
っ

て
よ
り
多
く
の
日
本
人
と
触
れ

合
う
こ
と
」、
三
つ
目
が
「
韓

国
に
つ
い
て
今
以
上
に
紹
介
す

る
こ
と
」
で
し
た
。
百
パ
ー
セ

ン
ト
と
は
言
え
な
い
け
れ
ど

も
、
勝
手
な
が
ら
あ
る
程
度
は

成
果
を
あ
げ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
全
部
温

か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
み

な
さ
ん
の
お
陰
で
す
。
心
か
ら

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
芦
北
で
得
ら
れ
た

経
験
を
活
か
し
、
仕
事

で
有
効
に
活
用
し
た
い

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
微

力
な
が
ら
、
日
本
に
韓

国
を
知
ら
せ
、
韓
国
に

日
本
を
知
ら
せ
、
お
互

い
の
交
流
が
進
め
る
よ

う
に
力
を
尽
く
し
た
い

で
す
。

　

ふ
と
仏
教
用
語
で
あ

る
「
会
者
定
離
」
と
い

う
言
葉
を
思
い
出
し
ま

し
た
。
出
会
っ
た
人
と
は
い
つ

か
必
ず
別
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
定
め
を
持
っ
て
い
ま

す
。
人
々
は
出
会
い
と
別
れ
を

繰
り
返
し
な
が
ら
、
成
長
し
て

い
く
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
だ
か
ら
み
な
さ
ん

と
の
別
れ
を
悲
し
ま
ず
、
去
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

ま
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
い
つ
か
ど
こ
か
で
再
会
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
望
ん
で

お
り
ま
す
。

修了証を受け取る徐芸彦さん

期　日 協　定　名 協　定　先 協　定　内　容

平 成 18 年  
11 月 7 日

災害時飲料水供給協定
南九州ペプシコーラ販売
株式会社

水道、電気等のライフラインが寸断された時に
自動販売機内の飲料水が無料で提供されます。

平 成 19 年
5 月 23 日

大規模災害時の支援活動に
関する協定

芦北町建設業組合
災害時には、組合が自主的にパトロールや倒木
等の障害物の除去など応急措置を行います。

平 成 20 年
5 月 20 日

災害時の応急復旧活動に関
する協定

芦北町管工事組合
災害時に、水道設備の復旧や応急給水等の対応
を行います。

平 成 20 年
9 月 1 日

災害時における電気設備の
応急復旧活動に関する協定

水俣芦北電気工事協同組
合芦北支部

災害時に、電力設備が寸断されたときの復旧活
動を行います。

災
害
時
の
新
た
な
る
協
定
を
締
結

物資の供給協力事業所
●あしきた農業協同組合
●協同組合ショッピングプラザ芦北
●総合食品ヒラキ
●株式会社宮本産業
●協同組合湯浦ショッピングセンター
●株式会社マルショク芦北店
● NPO 法人コメリ災害対策センター
●太陽電気株式会社芦北営業所

要援護者の避難施設
●特別養護老人ホーム　田の浦荘
●特別養護老人ホーム　五松園
●障害者支援施設　石蕗の里
●重度心身障害児施設　芦北学園
●知的障害者更生施設　みつば学園

八代年金事務所お客様相談室
出張相談予約担当までお電話下さい
☎０９６５ー３５ー６１２３
受付時間　９時〜１７時

希望会場、希望日、相談内容、相談
者のお名前、基礎年金番号、電話番
号をお伝え下さい

予約受付番号をお知らせしますので
メモを取って下さい

ご予約の方法 ４
月
か
ら
出
張
年
金
相
談
が

　
　
　
予
約
制
に
変
わ
り
ま
す

　

八
代
年
金
事
務
所
で
は
、
お
客
様
へ
の
出
張
年
金
相
談

を
開
設
し
て
い
ま
す
が
、
お
客
様
に
会
場
で
お
待
ち
い
た

だ
く
時
間
の
短
縮
の
た
め
に
「
年
金
相
談
の
予
約
制
」
を

４
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。

※
ご
予
約
は
先
着
順
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
に
そ
え
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、予
約
担
当
者
か
ら
代
替
日
、

時
間
、
会
場
の
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

４
月
〜
６
月
ま
で
の
芦
北
町
役
場
で
の
開
催
予
定

▼
４
月
９
日
（
金
）　

定
員
15
人

▼
５
月
13
日
（
木
）　

定
員
60
人

▼
６
月
11
日
（
金
）　

定
員
15
人　

これまでの協定

●
災
害
時
に
お
け
る
物
資
の
供
給
協
力
に
関
す
る
協
定

●
災
害
時
に
要
援
護
者
の
避
難
施
設
と
し
て
民
間
社
会
福
祉
施
設
等
を
使
用
す
る
こ
と
に
関
す
る
協
定
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投票区別投票時間一覧表 投票日の投票終了時間は、一部の地域を除き午後７時までです。
当日投票ができない方は、お早めに期日前投票をお済ませください。 芦北町議会議員選挙投票区 該当地区名 投票所施設名 投票時間

 第１  田浦１、２、３、４ 田浦中学校 午前７時～午後７時

 第２  田浦町１、２、３、４ 田浦保育所 午前７時～午後７時

 第３  小田浦１、２、３、４ 宮浦地区ふれあいセンター 午前７時～午後７時

 第４  小田浦５、６、７ 小田浦福祉センター 午前７時～午後７時

 第５  井牟田１、２、波多島 上田浦地区社会教育センター 午前７時～午後７時

 第６  海浦１、２ 海浦公民館 午前７時～午後７時

 第７  横居木 横居木公民館 午前７時～午後７時

 第８  鶴木山 鶴木山地区集落センター 午前７時～午後７時

 第９  計石 計石公民館 午前７時～午後７時

 第１０  白岩、道川内、乙千屋 佐敷小学校 午前７時～午後７時

 第１１  花岡西、芦北、町４区 芦北町社会教育センター 午前７時～午後７時

 第１２  花岡北・東、諏訪、桑原、八幡、宮浦 諏訪公民館 午前７時～午後７時

 第１３  田川 田川公民館 午前７時～午後７時

 第１４  伏木氏 伏木氏多目的研修所 午前７時～午後６時

 第１５  松生、大尼田、立川 大尼田地区生涯学習センター 午前７時～午後７時

 第１６  大岩一・二、岩屋川内 大岩公民館 午前７時～午後７時

 第１７  永谷 永谷公民館 午前７時～午後５時

 第１８  黒岩 黒岩公民館 午前７時～午後５時

 第１９  上原 上原公民館 午前７時～午後５時

 第２０  高田辺、海路 海路小学校 午前７時～午後５時

 第２１  内木場 内木場公民館 午前７時～午後６時

 第２２  箙瀬、吉尾、市居原 吉尾小学校 午前７時～午後７時

 第２３  白石、小口 白石公民館 午前７時～午後７時

 第２４  白木、塩浸、天月 白木地区生涯学習センター 午前７時～午後７時

 第２５  東告、西告（桑沢見除く） 告地区生涯学習センター 午前７時～午後７時

 第２６  市野瀬、大野、西告（桑沢見） 大野地区構造改善センター 午前７時～午後７時

 第２７  国見 杉園公民館 午前７時～午後６時

 第２８  丸山、米田 中小場公民館 午前７時～午後７時

 第２９  古石南 上木場開拓公民館 午前７時～午後６時

 第３０  古石北（尾奈古除く）、高岡南 古石地区生涯学習センター 午前７時～午後７時

 第３１  高岡北、大川内南・東・西、古石北（尾奈古） 大川内南公民館 午前７時～午後７時

 第３２  倉谷、豊岡 岡地区農村集落センター 午前７時～午後７時

 第３３  宮崎、湯浦南・北・東、湯南団地 芦北町もやい直しセンター 午前７時～午後７時

 第３４  平生 平生コミュニティーセンター 午前７時～午後７時

 第３５  女島西 大崎地区集落センター 午前７時～午後７時

 第３６  沖 沖地区漁村センター 午前７時～午後７時

 第３７  福浦 福浦公民館 午前７時～午後７時

≪投票所の変更≫　
●白木、塩浸、天月の方　　　　　   　「下白木公民館」→「白木地区生涯学習センター」
●古石北（尾奈古除く）、高岡南 の方　 「古田地区集落センター」→「古石地区生涯学習センター」 ※お問い合わせ　芦北町選挙管理委員会　☎８２−２５１１( 内線２１９)

投 票 日 　 ３ 月 ２ ８ 日 （日）

投票時間　午前７時〜午後７時（一部地域を除く）

３月２８日（日）は芦北町議会議員一般選挙の投票日です。
あなたの一票は、大切な一票です。棄権せず、必ず投票しましょう。

期日前投票・不在者投票の期間
３月２４日（水）〜３月２７日（土）
午前８時３０分〜午後８時
芦北町役場本庁、田浦基幹支所

【期日前投票】
★仕事や旅行などで投票日（３月２８日）に投票ができない方は、期日前投票ができます。
★期日前投票期間は、３月２４日（水）〜３月２７日（土）
★芦北町役場本庁の期日前投票は、２階総務課までお越しください。
★田浦基幹支所の期日前投票所は１階です。
★選挙入場券をご持参ください。

【不在者投票】
◆指定病院など
　不在者投票ができる施設として指定されている病院に入院している方や老人ホームに入所して
いる方は、そこで不在者投票ができますので、院長や施設長などへ申し出てください。
◆郵便による不在者投票
　「身体障害者手帳」、「戦傷病者手帳」の交付を受けている方や介護保険被保険者証に要介護状
態区分が「要介護５」である方で、選挙管理委員会が発行する「郵便投票証明書」の交付を受け
ている方は、郵便による不在者投票ができます。なお、「郵便投票証明書」の発行には、一定の
要件がありますので、事前にご相談ください。
◆他市町村での不在者投票
　不在者投票は、全国どこの市区町村の選挙管理委員会でも投票が可能です。ただし、あらかじ
め、芦北町の選挙管理委員会に投票用紙等を請求する必要があります。

【開票】
★開票は、３月２８日（日）午後８時３０分から芦北町民総合センター
　（しろやまスカイドーム）で行います。
★一般観覧者の入場は、午後８時からです。
★観覧者席は２階になります。
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意 見 募 集

パブリックコメントを実施します
第２期芦北町行政改革大綱（案）

　芦北町では、平成１８年３月に策定した芦北町行政改革大綱 ( 芦北町集中改革プラン ) の計画期
間が平成２１年度で終了します。
　新たな行政システムの構築に向けた改革推進のための指針を示し、改革を着実に推進する必要が
あるため、第２期芦北町行政改革大綱の策定を進めています。
　そこで、町民の皆さんの意見をお聞きしたく、大綱策定過程における案を公表し、大綱（案）に
対するパブリックコメント ( 意見募集 ) を下記のとおり行います。

●第２期芦北町行政改革大綱（案）が閲覧できる場所
　役場１階総合案内、田浦基幹支所、湯浦出張所、吉尾出張所、大野出張所
　※町ホームページにも掲載しています。

●募集期間
　平成２２年３月２日（火）～平成２２年３月１９日（金）必着

●意見を提出できる方
　①町内在住者
　②町内勤務者
　③町内に事務所または事業所を有する法人その他団体

●提出方法
　　住所、氏名、連絡先、勤務先 ( 必要に応じて )、ご意見をご記入の上、閲覧場所の応募箱への投函、
　郵送、持参、電子メール、ファックスにより役場企画財政課まで提出してください。
　　上記の閲覧できる場所やホームページに応募用紙を設置しています。

●意見の取扱方法
　　内容を考慮し行政改革大綱策定の参考にさせていただきます。
　寄せられた意見は、住所、氏名など個人情報を除き、意見に対する町の考え方を示して公表させ
　ていただきます。ただし、意見提出者に対しての個別回答は行いません。
　　なお、住所、氏名、連絡先の記入のない応募、誹謗中傷については、意見として取扱いません。

●提出先及びお問い合わせ
　〒 869-5498　芦北町大字芦北 2015 番地
　芦北町役場　企画財政課　政策推進室　行政改革推進係
　☎８２−２５１１（内線２５３）　ＦＡＸ　８２ー２８９３
　Ｅメール　seisaku@town.ashikita.lg.jp

行政改革の基本的事項

１　行政改革の考え方
　総合計画実現のための行政改革であることと、総合計画の基本目標の 1 つである「効率的な行政組織づくり」に
おいて「行・財政改革の推進」が主要施策として位置付けられていることから、総合計画を基本として行政改革大
綱を策定し、積極的に改革に取り組みます。

２　推進期間
　第２期芦北町行政改革大綱の推進期間を、総合計画後期基本計画と期間を同じくし、平成２２年度から平成２６
年度までの５年間とします。

みなさんのご意見をお聞かせください第２期芦北町行政改革大綱（案）＝抜粋＝

行政改革の推進項目

１　行政組織の強化
（１）効率的な体制の整備

　①行政組織全体の見直しと事務の合理化・効率化を図り、簡素で効率的な行政組織の体制整備に努めます。
　②総合計画の政策体系と組織体制の整合性を検証し、総合計画をより実現しやすい組織体制の構築を図ります。

（２）定員の適正化
　①行政運営に必要な事務量を把握し、適正な人員配置に努めます。
　②組織・機構の見直しや業務形態・業務量の変化、退職者の動向を考慮した定員管理を行います。

（３）人材の育成
　①「芦北町人材育成基本方針」に基づき、さらなる職員の人材育成に努めます。
　②職員研修、組織管理、人事管理の連携を図り、人材育成の環境づくりに努めます。

２　効果的・効率的な行政経営の確立
（１）効率的な行政運営

　①行政効率・効果等を検証し、既存の事業の見直しに努めます。
　②事務事業の評価を継続的に行い、事業の重点化による行政サービスの向上を図ります。

（２）健全な財政運営の確保
　①総合計画と財政計画を連動させ、限られた財源を有効に活用する新たな仕組みをつくり、計画的な財政運営を
　　推進します。
　②町有施設の総合的管理運営を推進し、施設の長寿命化、施設再生と用途転換に資する取り組みと使用料の適正
化や施設維持管理経費の見直しを図ります。

（３）広域連携の推進
　①近隣市町村が抱える共通の課題を整理し、広域連携事業の推進を図ります。

行政改革の基本方針

１　行政組織の強化
　分権型社会システムへの転換が求められている今日、地方自治体においては、少子・高齢化社会への対応、高度
化・多様化する住民ニーズに対応するために、行政の効率化が求められています。
　このような中、本町では、平成１８年３月に策定した芦北町行政改革大綱（芦北町集中改革プラン）に基づき、組織・
機構の見直しを実施してきましたが、今後、定年退職者の増加や権限移譲による事務の増加が見込まれるため、職
員の人材育成に努めるとともに、さらなる効率的な行政組織づくりに向け、組織機構の見直しや定員の適正化に努
めます。

２　効果的・効率的な行政経営の確立
　地方自治体の財政は、国の三位一体の改革や長引く景気低迷による収入の落ち込みと、新たな行政需要に対する
支出の増加により、非常に厳しい状況下にあります。
　財源の適正確保はもとより、行政の役割を明確化し、町民の理解を得ながら事務事業の統廃合を積極的に進める
仕組みをつくり、効率的な行政運営と財政の健全性を確保します。
　また、広域連携の枠組みと事業の見直しに取り組み、事務の効率化と行政サービスの向上を図ります。



豊かで充実した生活を送るため、学ぶことで新しい可能性を見つけましょう。
下記のとおり講座を開設しますので、参加してみませんか？

平成２２年度町民講座受講生募集
下記の講座は、公民館等を利用して自主的に活動している団体です。
興味のある方は、各代表者の方にお問い合わせください。

自主講座受講生募集

講座名 学習日 学習時間 代表者名 電話番号 開催場所

1 芦北彩友会（絵画） 毎週土曜日 13：00 ～ 16：00 日野　輝生 82-3690 福祉センター

2 芦北俳柳会 第 1 水曜日 13：30 ～ 16：00 本郷　武雄 86-1815 社会教育センター

3 芦北町菊花同好会 第 1 月曜日   9：00 ～ 12：00 明石　輝雄 86-0471 〃

4 芦北町短歌会 第 3 土曜日 13：00 ～ 16：30 吉田　ミホ 86-0377 〃

5 芦北民舞会（舞踊） 第 2・4 金曜日 19：30 ～ 21：30 染野　信子 82-2812 〃

6 池坊華道教室 第 2・4 水曜日 13：30 ～ 15：30 松下　香代 82-2577 〃

7 英会話クラブ 毎週水曜日 19：30 ～ 21：30 大見　正治 87-2073 改善センター

8 押し花教室 第 2 火曜日 13：30 ～ 17：00 長船カズ子 86-1025 社会教育センター

9 小原流豊華クラブ 第 1・3 木曜日 19：30 ～ 21：30 村田　節子 82-3344 〃

10 花扇会（舞踊） 第１・3 水曜日ほか 14：00 ～ 16：00 農頭　圭子 82-3181 〃

11 かな書会 第 1・3 金曜日 15：30 ～ 16：30 横山　瑞代 82-2274 〃

12 合唱団フォローウインド 毎週木曜日 19：30 ～ 21：00 山下　正剛 86-0450 〃

13 気功太極拳 第 2・4 土曜日 13：30 ～ 15：30 宮島　　孝 86-0414 〃

14 シーサイド芦北 ( ﾊﾜｲｱﾝﾌﾗ） 第 1・3 火曜日 13：00 ～ 14：30 山田　蕗子 82-3531 〃

15 社交ダンスクラブマリン 毎週火曜日 19：30 ～ 21：30 峰本　幸一 82-3394 〃

16 写真愛好会 第 4 木曜日 20：00 ～ 21：30 城戸喜久生 82-2116 〃

17 松風会（茶道）　 第 1・3 月曜日 13：00 ～ 16：00 塩永　玲子 82-3649 〃

18 書親会（書道） 第 1・3 金曜日 10：00 ～ 12：00 塩島　節子 82-2346 〃

19 書親会湯浦教室 第 1・3 水曜日 10：00 ～ 12：00 岡本　好子 86-0248 福祉センター

20 翠流会（水墨画） 第 2・4 金曜日 10：00 ～ 15：00 永田　広二 82-2262 社会教育センター

21 大正琴愛好会 第 1・3 土曜日 13：30 ～ 16：00 緒方　和代 86-1677 〃

22 社交ダンス愛好会 毎週水曜日 19：30 ～ 21：30 橋本　勝昭 86-2165 〃

23 陶友会（陶芸） 第 1・3 水 / 木曜日 13：00 ～ 16：00 福嶋　順子 86-2439 〃

24 トールペイントみもざの会 第 2・4 水曜日 17：30 ～ 19：30 鳥居　祐子 86-2378 〃

25 ビストロ　エリカ（料理） 第 4 水曜日 19：00 ～ 21：00 倉永やす子 87-2247 〃

26 ふれあい会（舞踊） 第 2・4 木曜日 19：30 ～ 21：30 鎌木　廣美 86-0234 きずなの里

27 プアナニ芦北 第 2・3 金曜日 13：30 ～ 15：30 村添　久子 86-1166 社会教育センター

28 やよい会 月 1 回  9：30 ～ 12：30 城戸アサノ 82-2792 〃

29 養生食の会（料理） 第 4 金曜日  9：00 ～ 12：30 加来　道子 82-2771 〃

30 芳柳流芦北芳柳会 第 2・4 水曜日 13：30 ～ 15：30 橋本千也子 83-0109 〃

31 「朗読部会」カナリア会 第 2・4 水曜日 13：00 ～ 15：00 溝部　健一 82-2817 〃

32 竹工芸 第 1・3 木曜日 19：00 ～ 21：00 桑原　茂明 82-4332 〃

33 らくらく３Ｂ体操 第 2.・4 水曜日 20：00 ～ 21：30 藤井アヤ子 82-3738 〃

34 プルメリア芦北（ハワイアン） 第 1・3 木曜日 19：30 ～ 21：30 倉永やす子 87-2247 〃

講座名 学習日 年回数 学習時間 講師名 定員

中　央　公　民　館

1 書道（かな） 第 1・3 金曜日 20 回 14：00 ～ 16：00 村田　弘子 20 人

2 英会話 毎週火曜日 40 回 19：30 ～ 21：30 エリカ・ロング
リチャード・ボウ 20 人

3 韓国語 第 1・3 木曜日 20 回 19：30 ～ 21：30 鳥居　悦子 20 人

4 短歌 第 1・3 火曜日 20 回  9：30 ～ 11：30 山本　則子 20 人

5 茶道（裏千家） 第 2・4 火曜日 20 回 19：30 ～ 21：30 吉田　瑛子 20 人

6 華道【池坊】（昼） 第 2・4 木曜日 20 回 13：30 ～ 15：30 高野 ヨシエ 20 人

7 華道【小原流】（夜） 第 2・4 木曜日 20 回 19：30 ～ 21：30 佐藤　秋子 20 人

8 民謡 第 2・4 火曜日 20 回 19：30 ～ 21：30 川村　良助 20 人

9 舞踊（昼） 第 2・4 火曜日 20 回 13：30 ～ 15：30 三道 トシエ 20 人

10 舞踊（夜） 第 2・4 木曜日 20 回 19：30 ～ 21：30 農頭　圭子 20 人

11 着物着付け（夜） 第 1・3 金曜日 20 回 19：30 ～ 21：30 山下　信子 20 人

12 着物着付け（昼） 第 1・3 金曜日 20 回 13：30 ～ 15：30 村上　紀美子 20 人

13 押し花 第 1・3 火曜日 20 回 13：30 ～ 15：30 長船 カズ子 20 人

14 竹工芸 第 2・4 木曜日 20 回 19：30 ～ 21：30 大崎　修一 20 人

15 気功太極拳 第 1・3 土曜日 20 回 13：30 ～ 15：30 宮島　　孝 20 人

16 大正琴（初） 第 1・3 木曜日 20 回 19：00 ～ 21：00 緒方　和代 15 人

17 大正琴（経） 第 1・3 土曜日 20 回 10：00 ～ 12：00 緒方　和代 15 人

18 料理（昼） 第 1・3 水曜日　 20 回  9：30 ～ 12：00 山下　信子 20 人

19 ハワイアンフラ 第 2・4 金曜日　 20 回 19：30 ～ 21：00 カナニマオリ宮本清美 20 人

20 トールペイント 第 2・4 水曜日　 20 回  19：30 ～ 21：30 井上　節子 20 人

21 論語 第 2・4 土曜日 20 回 13：30 ～ 15：30 筑紫　汎三 20 人

22 ３B 体操 第 1・3 金曜日 20 回 19：30 ～ 21：30 大野　鈴子 20 人

23 国際交流英語 第 1・3 土曜日 20 回 10：00 ～ 12：00 西　忠温 20 人

大　野　分　館
1 舞踊教室 第 1・3 水曜日 20 回 10：00 ～ 12：00 宮内 ヤス子 10 人

吉　尾　分　館

1 舞踊教室 第 1・3 月曜日 20 回 10：00 ～ 12：00 宮内 ヤス子 10 人

※受 講 資 格　町内在住又は勤務している方で、一人３講座まで受講できます。
※申 込 期 間　４月１日（木）〜４月１５日（木）
※申 込 書　社会教育センター、生涯学習課、大野公民館、吉尾公民館、ヘルシーパーク芦北にあります。
※受講年数等　受講年数・受講料については、防災無線等でお知らせします。
※開 講 式　４月２５日（日）午前９時３０分から社会教育センターで開催します。
　　　　　　　なお、講座の日程表は同日配布します。
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※お問い合わせ　社会教育センター　☎８２－２２１３



　歯を失う原因は老化だけではありません。大半の原因は歯周病と言われています。
　歯周病は歯そのものではなく、歯を支える歯ぐきや、歯ぐきの下の歯を支える骨な
どに炎症が起こる病気です。食べ物が歯と歯ぐきの境目に残り、歯垢となり、歯垢に
いる歯周病菌によって炎症がおこります。
　炎症が起これば、歯ぐきから出血し、膿が出るようになり口臭や歯のぐらつきが出
てきます。この状況を放っておけば最後に歯が抜けてしまいます。
　重症の状態まで進行すると、自分でも気がつくような症状が現れますが、初期の段
階ではなかなか自分自身で気づくような症状は現れません。２０代を過ぎると８割以
上の人が知らないうちにかかっていると言われています。たとえば、唾液がねばねばしている、
歯ぐきから出血する、歯が浮く感じや違和感があるなどの症状がある場合は、歯周病の可能性が

ありますので、早めに歯科医療機関で受診してください。
　また、喫煙者、妊娠中の方、糖尿病にかかっている方などは歯周
病が起こりやすいと言われています。あてはまる方は、一度、歯科
医療機関で検査を受けることをお勧めします。
　芦北町では、町内歯科医院にて「歯周病検診」（芦北町に住所の
ある２０歳以上の方を対象に自己負担９００円で実施）と「妊婦歯
科健診」（芦北町に住所のある妊婦を対象に無料で実施）を行って
います。ぜひ、ご利用ください。

お問い合わせ　保健センター　☎８６ー０２００

田浦子育て支援センター   ４月の行事
　７日㈬　友達になろう！ ( 歓迎会）
１５日㈭　読み聞かせ
２０日㈫　戸外で遊ぼう
２３日㈮　手あそび・わらべうたで遊ぼう！
２６日㈪〜２８日㈬　こいのぼりを作ろう
３０日㈮　お見知り遠足（海浜公園）
◆利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　１０時〜１２時３０分　１５時〜１７時３０分
※お問い合わせ　田浦子育て支援センター
　（田浦保育所内）　☎８７−００３４
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お
知
ら
せ

国民健康保険税　　８期

※口座振替の方は、残高不足にな
らないようにご確認ください。

３月の町税等納期
のお知らせ

●納期限　　　３月２５日㈭
●口座振替日　３月２５日㈭

「あなたの歯は大丈夫！？」

域
活
動
団
体
は
、
万
一
の
ケ
ガ
に
備
え
て
加

入
し
ま
し
ょ
う
。
団
体
活
動
を
行
う
５
名
以

上
の
方
々
で
加
入
で
き
ま
す
。
団
体
で
活
動

中
お
よ
び
団
体
活
動
へ
の
往
復
中
の
事
故
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
保
険
の
内
容
は
傷
害
保

険
・
賠
償
責
任
保
険
・
共
済
見
舞
金
が
あ
り

ま
す
。

　

掛
金
は
子
供
６
０
０
円
か
ら
、
大
人
に
つ

い
て
は
活
動
内
容
に
よ
っ
て
金
額
が
異
な
り

ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県
支
部

　

☎
０
９
６
（
２
１
３
）
９
０
１
５

　
平
成
22
年
度
国
家
公
務
員
採
用
試
験

大
学
卒
業
程
度
（
受
付
期
間
）

▼
国
家
公
務
員
Ⅰ
種
（
４
月
１
日
～
４
月
８
日
）

▼
国
家
公
務
員
Ⅱ
種
（
４
月
12
日
～
４
月
21
日
）

▼
国
税
専
門
官
（
４
月
１
日
～
４
月
14
日
）

▼
労
働
基
準
監
督
官
（
４
月
１
日
～
４
月
14
日
）

▼
法
務
教
官
（
４
月
１
日
～
４
月
14
日
）

※
お
問
い
合
わ
せ

　

人
事
院
九
州
事
務
局
第
二
課
試
験
係

　

☎
０
９
２
（
４
３
１
）
７
７
３
３

　
平
成
22
年
度
（
前
期
）
技
能
検
定

　

技
能
検
定
と
は
、
働
く
人
の
技
能
を
検
定

し
、
国
と
し
て
証
明
す
る
制
度
で
す
。

▼
受
検
申
請
受
付　

　

４
月
５
日
（
月
）
〜
４
月
16
日
（
金
）

▼
実
技
試
験

　

６
月
７
日
（
月
）
〜
９
月
12
日
（
日
）

▼
学
科
試
験

　

７
月
25
日
（
日
）、
８
月
22
日
（
日
）

　

８
月
29
日
（
日
）、
９
月
５
日
（
日
）

※
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　

☎
０
９
６
（
３
８
４
）
１
７
１
１

新 刊 図 書 紹 介
「半島へ、ふたたび」

蓮池　薫著　　新潮社

捕縛され、ボートで運ばれながら見た
最後の日本の姿は、故郷柏崎のほんわ
かと優しい夜景だった。初めて明かす、
北朝鮮、拉致への思い。
第８回新潮ドキュメント賞受賞作。

「ハッピー・リタイアメント」
浅田次郎著　　幻冬舎

定年を４年後に控えた、財務官僚・樋
口と自衛官・大友の二人が斡旋された
再就職先は・・・。赤裸々な業務実態
に呆然、炸裂するオヤジギャグに爆笑、
交錯する人生の悲哀に涙。

「トロール・フェル」
キャサリン・ラングリッシュ著　あかね書房

トロールの王に奴隷として差し出され
そうになったところを妖精ニースに救
い出され、トロール山へと向かうが・・・
北欧を舞台に描かれた力強いファンタ
ジー。

芦北町立図書館

　

耐
震
対
策
講
演
会
「
あ
な
た
の
家

　
は
大
丈
夫
？
〜
阪
神
・
淡
路
大
震

　
災
に
学
ぶ
住
宅
の
耐
震
対
策
〜
」

　

ご
家
族
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
も
、

住
宅
の
耐
震
対
策
を
行
う
こ
と
は
と
て
も
重

要
で
す
の
で
、
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▼
期
日　

３
月
20
日
（
土
）

▼
時
間　

13
時
30
分
〜
17
時

▼
場
所　

熊
本
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

①
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
体
験
談

②
住
宅
の
耐
震
診
断
に
つ
い
て

▼
参
加
費　

無
料

※
お
問
い
合
わ
せ

平成２２年４月から
肝臓機能障害による身体障害者手帳が交付されます

●認定基準に該当する肝臓機能障害のある方
●肝臓移植を受け、抗免疫療法を実施している方

申請書、診断書、写真（縦４cm ×横３cm）、印鑑
を持って福祉課に提出してください

対象者

手続き

※お問い合わせ　福祉課障害者福祉係　☎８２ー２５１１（内線１５３）

★詳しい手続き方法や認定基準の内容、指定医のいる医療機関などはお問い合わせください

　
無
料
家
事
問
題
相
談
会

▼
期
日　

４
月
18
日
（
日
）

▼
時
間　

10
時
〜
16
時

▼
場
所　

熊
本
県
司
法
書
士
会
館
２
階

※
電
話
で
の
相
談

　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し

　
ま
し
ょ
う

　

平
成
22
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
加
入

の
受
付
が
３
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地

　

☎
０
９
６
（
３
６
４
）
０
８
０
０

※
お
問
い
合
わ
せ

　

司
法
書
士　

山
田
佳
代

　

☎
０
９
６
（
３
８
１
）
８
７
７
７

　

熊
本
県
建
築
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
５
３
５



　氏　　名　　   出生日　   性別　 保護者　　行政区

一川　洋
ようすけ

介　　　１.　 ６　 男　　智　礼　　市野瀬
古江　俐

り き と

輝斗　　１. ２４　 男　　　誠　　　計石東
白本　美

み お り

織　　　１. ２５　 女　　辰　吾　　小田浦６
竹田　耀

あきら

　　　　２.　 ６　 男　　　巧　　　小田浦４
神﨑　朋

と も や

弥　　　２. １３　 男　　賢　二　　田川
木下　碧

あおい

　　　　２. １３　 男　　寿　博　　花岡東
田中　舞

まい

　　　　２. １８　 女　　隆一郎　　湯浦北
池田　莉

り り ほ

々歩　　２. ２０　 女　　健　一　　湯南団地
塩森　和

の ど か

花　　　２. ２２　 女　　伸　明　　田川
宮島　彩

あ や な

名　　　２. ２４　 女　　和　也　　湯浦北
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芦北消防署からのお知らせ　　　　火事と救急は１１９
※お問い合わせ
　芦北消防署　☎８２−４７３１

千
両
の
朱
の
実
鮮
や
か
氷
雨
降
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
峰
子

紅
梅
の
倒
れ
し
ま
ま
に
花
咲
か
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
田
あ
き
え

火
吹
き
竹
吹
く
か
の
よ
う
に
隙
間
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
茂

小
春
日
や
蜜
蜂
群
る
る
ア
ス
パ
ラ
菜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漆
橋
ヨ
シ
子

遠
歩
き
杖
を
た
よ
り
に
立
ち
休
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
道
子

【
芦
北
短
歌
会
】

二
世
紀
と
う
樹
齢
な
る
梅
五
分
咲
き
と
な
り
て
今
年
も
大
寒
の
入
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
島
住
子

放
置
さ
る
る
山
の
斜
り
の
甘
夏
は
夕
陽
に
照
り
て
在
り
処ど

示
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
佐
智
子

映
像
に
オ
レ
ン
ジ
鉄
道
旅
景
色
よ
く
知
る
里
を
飽
か
ず
見
入
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
宮
和
江

青
年
の
四
肢
を
貫
く
そ
の
血
潮
地
を
蹴
り
箱
根
の
山
を
越
え
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
江
千
速

濃
き
雲
を
金
に
縁
ど
り
没い

り
て
ゆ
く
夕
陽
こ
の
鬱
と
も
な
い
給
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
ミ
ホ

春
の
精
そ
こ
は
か
な
く
近
づ
け
る
沈
丁
花
あ
ま
く
匂
う
夜
の
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
居
静
子

立
春
の
朝
を
芳
香
放
ち
つ
つ
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
の
白
ひ
ら
き
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
ふ
ゆ
子

店
先
に
並
び
し
チ
ョ
コ
を
手
に
と
り
て
と
き
め
き
し
頃
思
い
出
し
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
頭
圭
子

放
映
の
あ
の
手
こ
の
手
の
痩
せ
方
に
我
も
真
似
し
て
頑
張
っ
て
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桑
田
功
子

如
月
の
夜
来
の
雨
に
耐
え
に
し
か
狭さ

わ
に庭
に
咲
き
し
梅
の
香
た
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
宮
美
佐
子

俳

柳

短

歌

芦北警察署からのお知らせ ※お問い合わせ
　芦北警察署　☎８２−３１１０

人 口　　　２０，３６５人　　（ー３２）
男 　　　　９，４８０人　　（ー２０）
女 　　　１０，８８５人　　（ー１２）

65 歳以上　　　　７，１２５人　　（ー４）
高齢者率　　　　　３５．０％　　（±０）
世 帯 数　　　７，６３４世帯　　（ー１０）

人口のうごき（H22.3.1 現在）　　  　（　）内は前月比

お誕生日おめでとう
H22.2.1 〜 2.28　受付分（敬称略）

※本町窓口に届出を出された方で、承諾を得た方を掲載しています。
　町外に提出された方で、掲載を希望される場合は、役場秘書広報係まで
ご連絡ください。

ご冥福をお祈りします
H22.2.1 〜 2.28　受付分（敬称略）

　 死亡日           亡くなられた方　    年齢　　行政区　
　　１. ３１　　楠原　近　　　　 ８５　　湯浦南
　　１. ３１　　古江　橋次　　　 ６０　　計石西
　　２.　 １　　西　　睦夫　　　 ８２　　道川内東
　　２.　 ３　　森田　義太郎　　 ９４　　花岡西
　　２.　 ５　　大浪　マス子　　 ７６　　波多島
　　２.　 ５　　汐田　政友　　　 ８５　　海浦２
　　２.　 ５　　濱村　アキノ　　 ９５　　井牟田２
　　２.　 ７　　木下　日出人　　 ７７　　沖
　　２.　 ９　　出水　增喜　　　 ７３　　大野
　　２.　 ９　　鶴川　正則　　　 ６９　　芦北
　　２. １０　　上田　俊行　　　 ８１　　古石南
　　２. １０　　塩瀧　アキエ　　 ８２　　塩浸
　　２. １１　　板崎　昌代　　　 ５０　　海浦２
　　２. １２　　川口　一幸　　　 ７４　　白石
　　２. １５　　齊藤　アキオ　　 ８７　　米田
　　２. １５　　江邑　 子　　　 ９２　　計石東
　　２. １７　　田口　ハルノ　　 ８８　　芦北
　　２. １８　　塩永　信人　　　 ７７　　塩浸
　　２. １８　　西村　友喜　　　 ８８　　湯浦北
　　２. １８　　 田　セツ　　　 ８６　　箙瀬
　　２. ２０　　鬼塚　重二　　　 ８９　　花岡北
　　２. ２３　　告鍬　貞雄　　　 ８０　　湯浦北
　　２. ２３　　園原　フミエ　　 ８０　　田浦町３
　　２. ２４　　藤井　一郎　　　 ７３　　平生
　　２. ２４　　深川　マサ子　　 ８６　　小田浦７
　　２. ２４　　向本　セツ子　　 ９３　　大尼田
　　２. ２７　　松本　昭一　　　 ６６　　花岡東
※本町窓口に届出を出された方で、掲載の承諾を得た方を掲載しています。

★農家のみなさまが、日頃使っておられる肥
料、農薬などに含まれる化学物質から簡単に
爆弾が製造できるため、警察では肥料、農薬
の保管管理の徹底をお願いしています。

★左に挙げる化学物質は、爆発物の原料とな
り得る物質で、このうち尿素、硝酸アンモニ
ウム（硝安）及び硝酸カリウム（硝石）は肥
料として、塩素酸カリウ
ム及び塩素酸ナトリウム
は除草剤の成分として広
く使われています。

爆発物の原料となり得る化学物質

硫酸

塩酸硝酸

尿素 アセトン

ヘキサミン

硝酸カリウム

過酸化水素

塩素酸カリウム

塩素酸ナトリウム

硝酸アンモニウム

肥料・農薬の保管管理の徹底を

●目的がはっきりせず、「肥料又は農薬を譲って欲しい」などの問い合わせ
●肥料の盗難又は紛失
●見知らぬ人が農薬保管場所付近をうろつくなど
　「ちょっとおかしい」と思ったら、警察まで通報をお願いします。

　古くなり腐食した消火器を使用することにより、消火器が破裂し事故になることが全国で発生して
います。一般的な消火器の使用期限は法的に定められていませんが、保管状態のよい場合で、その機
能を維持できるのは８年程度とされています。保管場所の環境により老朽化のスピードは変わります
ので、サビや傷などがある消火器は早めに交換しましょう。
　２０１０年１月１日より廃消火器リサイクルシステムの運用が始まりした。この制度により、廃消
火器の引取り・適正処理・リサイクルの効率的な回収システムが構築されました。
　２０１１年以降、新しく購入する消火器はリサイクルシールが貼付され販売されます。

古くなった消火器はどうしていますか？

★不要になった消火器は、捨てたり放置したりしない。
★消火器は圧力容器ですので、自分たちで分解しない。
★リサイクルシール代、消火器を廃棄する場合の配送料（手
数料）の代金がかかります。

※消火器を廃棄する場合は、専門の業者又は
　消火器購入店にご相談して下さい。
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３
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優
秀
賞

　

井
上　

龍
太
郎　

五
福
小
学
校
３
年
（
熊
本
市
）

　

北
山　

諒
太
郎　

五
福
小
学
校
３
年
（
熊
本
市
）

　

白
石　

一
貴　

田
迎
小
学
校
６
年
（
熊
本
市
）

特
別
賞

　

村
﨑　

美
咲　

水
俣
第
一
小
学
校
１
年
（
水
俣
市
）

　

黒
木　

美
穂　

水
俣
第
一
小
学
校
４
年
（
水
俣
市
）

　

池
田　

美
和　

文
政
小
学
校
４
年
（
八
代
市
）

　

財
津　

冴　
　

力
合
小
学
校
５
年
（
熊
本
市
）

【
中
学
生
の
部
】

優
秀
賞

　

宮
﨑　

陽
奈
子　

錦
中
学
校
１
年
（
錦
町
）

　

松
本　

彩　

龍
田
中
学
校
１
年
（
熊
本
市
）

特
別
賞

　

小
嶋　

裕
也　

葛
渡
中
学
校
１
年
（
水
俣
市
）

　

平
本　

真
実
子　

八
代
第
五
中
学
校
２
年（
八
代
市
）

　

松
本　

元
輝　

本
渡
東
中
学
校
２
年
（
天
草
市
）

　

甲
斐　

菜
摘　

芳
野
中
学
校
３
年
（
熊
本
市
）

【
高
校
生
の
部
】

優
秀
賞

　

野
満　

愛
観　

熊
本
高
等
学
校
１
年
（
熊
本
市
）

特
別
賞

　

藤
井　

あ
か
ね　

小
国
高
等
学
校
１
年
（
小
国
町
）

【
一
般
の
部
】

優
秀
賞

　

草
野　

章
子
（
植
木
町
）

　

柏
木　

純
子
（
水
俣
市
）

特
別
賞	

　

小
﨑　

洋
子
（
熊
本
市
）

　

斉
田　

親
義
（
芦
北
町
）

　

西
村　

堅
正
（
熊
本
市
）

【小学校の部】最優秀賞
岩﨑　一耕　文政小学校４年（八代市）
作品名「がまんのげんかいをこしたがらかぶ」	

【中学校の部】最優秀賞
富元　杏衣　錦中学校１年（錦町）
作品名「ベストパートナー」

【高校の部】最優秀賞
犬賀　智洸　菊池高等学校１年（菊池市）
作品名「ド根性カブ」

【一般の部】最優秀賞
清田　いさお　（玉東町）
作品名「蛇腹」

詩
画
作
品

入
選
発
表


